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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年3月19日(2015.3.19)

【公表番号】特表2014-524846(P2014-524846A)
【公表日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【年通号数】公開・登録公報2014-052
【出願番号】特願2014-511866(P2014-511866)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   3/14     (2006.01)
   Ｂ４２Ｄ  25/364    (2014.01)
   Ｂ４２Ｄ  25/405    (2014.01)
   Ｇ０７Ｄ   7/20     (2006.01)
   Ｇ０７Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/02     (2014.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/30     (2014.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ    3/14     　　　　
   Ｂ４２Ｄ   15/10     ３６４　
   Ｂ４２Ｄ   15/10     ４０５　
   Ｇ０７Ｄ    7/20     　　　　
   Ｇ０７Ｄ    7/12     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ   11/30     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月29日(2015.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　品物または基材上のマーキングであって、
　前記マーキングは、初期の一連の光学特性を示し、キラル液晶状態のキラル液晶前駆体
組成物を硬化させることによって作製されるキラル液晶ポリマー組成物の層またはパター
ンを含み、
　前記層またはパターンが、
（１）前記初期の一連の光学特性とは異なり、１つまたは複数の第１の区域の前記キラル
液晶前駆体組成物を第１の改変剤と接触させることによって得られる第１の改変された一
連の光学特性を示す前記１つまたは複数の第１の区域；
（２）前記初期の一連の光学特性と異なり、前記第１の改変された一連の光学特性とも異
なり、１つまたは複数の第２の区域の前記キラル液晶前駆体組成物を前記第１の改変剤と
は異なる種類の第２の改変剤と接触させることによって得られる第２の改変された一連の
光学特性を示す前記１つまたは複数の第２の区域；
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を含む、マーキング。
【請求項２】
　少なくとも１つの第１の区域が第２の区域と部分的にまたは完全に重なり合っており、
かつ／または少なくとも１つの第２の区域が第１の区域と部分的にまたは完全に重なり合
っている、請求項１に記載のマーキング。
【請求項３】
　少なくとも１つの第１の区域がどの第２の区域とも重なり合っておらず、かつ／または
少なくとも１つの第２の区域がどの第１の区域とも重なり合っていない、請求項１に記載
のマーキング。
【請求項４】
　前記初期、第１および第２の改変された一連の光学特性が、前記キラル液晶ポリマー組
成物によって反射される光の少なくとも１つの特性に関して異なっている、請求項１に記
載のマーキング。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの特性が、反射光のスペクトル、偏光およびλｍａｘから選択され
る、請求項４に記載のマーキング。
【請求項６】
　前記初期、第１および第２の一連の光学特性が、前記キラル液晶ポリマー組成物の光学
的に異方性の状態を示し、かつ／または光学的に異方性の状態から光学的に等方性の状態
への転換を示す少なくとも１つの特性を含む、請求項１に記載のマーキング。
【請求項７】
　前記キラル液晶前駆体組成物が、（ｉ）１つまたは複数のネマチック化合物Ａ、（ｉｉ
）コレステリック状態の前記キラル液晶前駆体組成物をもたらすことができる１つまたは
複数のキラルドーパント化合物Ｂおよび（ｉｉｉ）少なくとも１つの塩であって、前記少
なくとも１つの塩を含有しないポリマー組成物によって示される選択反射バンドの最大波
長（λｍａｘ）と比較して、前記ポリマー組成物によって示される選択反射バンドの最大
波長（λｍａｘ）を変更する前記少なくとも１つの塩を含む、請求項１に記載のマーキン
グ。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のネマチック化合物Ａならびに前記１つまたは複数のキラルドーパ
ント化合物Ｂが、少なくとも１つの重合性基を含む少なくとも１つの化合物を含む、請求
項７に記載のマーキング。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの重合性基が不飽和炭素－炭素結合を含む、請求項８に記載のマー
キング。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの重合性基が式Ｈ２Ｃ＝ＣＨ－Ｃ（Ｏ）－の基を含む、請求項８に
記載のマーキング。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のネマチック化合物Ａのすべておよび前記１つまたは複数のキラル
ドーパント化合物Ｂのすべてが少なくとも１つの重合性基を含む、請求項７に記載のマー
キング。
【請求項１２】
　前記キラル液晶前駆体組成物が、少なくとも１つの式（Ｉ）のキラルドーパント化合物
Ｂ：
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【化１】

（式中：
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ独立に、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキルおよびＣ１～Ｃ６アルコキシを表し；
Ａ１およびＡ２はそれぞれ独立に、式（ｉ）～（ｉｉｉ）の基：
（ｉ）－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ２；
（ｉｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｄ１－Ｏ－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ２；
（ｉｉｉ）－Ｃ（Ｏ）－Ｄ２－Ｏ－［（ＣＨ２）ｙ－Ｏ］ｚ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ＝ＣＨ２を
表し；
Ｄ１は次式の基を表し、

【化２】

Ｄ２は次式の基を表し、
【化３】

ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒ、ｓおよびｔはそれぞれ独立に、０、１または２を表し；
ｙは０、１、２、３、４、５または６を表し；
ｙが０に等しい場合ｚは０に等しく、ｙが１～６に等しい場合ｚは１に等しい）
を含む、請求項７に記載のマーキング。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの塩が金属塩およびアンモニウム塩から選択される、請求項７に記
載のマーキング。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの塩が、過塩素酸リチウム、硝酸リチウム、テトラフルオロホウ酸
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リチウム、臭化リチウム、塩化リチウム、過塩素酸テトラブチルアンモニウム、塩化テト
ラブチルアンモニウム、テトラフルオロホウ酸テトラブチルアンモニウム、臭化テトラブ
チルアンモニウム、炭酸ナトリウム、塩化ナトリウムおよび硝酸ナトリウムの少なくとも
１つを含む、請求項１３に記載のマーキング。
【請求項１５】
　前記キラル液晶前駆体組成物が光学的に異方性の状態にあり、前記１つまたは複数の第
１の区域において前記光学的に異方性の状態が第１の改変された光学的に異方性の状態に
変更され、かつ／または前記１つまたは複数の第２の区域において前記光学的に異方性の
状態が第２の改変された光学的に異方性の状態に変更される、または光学的に等方性の状
態に転換される、請求項１に記載のマーキング。
【請求項１６】
　前記キラル液晶前駆体組成物が初期キラル液晶状態にあり、前記１つまたは複数の第１
の区域において前記初期キラル液晶状態が前記第１の改変剤で第１の改変されたキラル液
晶状態に変更され、前記１つまたは複数の第２の区域において前記初期キラル液晶状態が
前記第２の改変剤で第２の改変されたキラル液晶状態に変更される、または非キラル液晶
状態に転換される、請求項１に記載のマーキング。
【請求項１７】
　前記第１の改変剤が固体または半固体であり、前記第２の改変剤が流体である、請求項
１に記載のマーキング。
【請求項１８】
　前記第１の改変剤が未硬化状態の前記組成物に事実上浸透することができず、前記第２
の改変剤が未硬化状態の前記組成物に少なくとも部分的に浸透する、請求項１に記載のマ
ーキング。
【請求項１９】
　前記第１の改変剤が、１つまたは複数の重合性モノマーでできた樹脂であるまたはそれ
を含む、請求項１に記載のマーキング。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数の重合性モノマーの少なくとも１つが、少なくとも２つの不飽和炭
素－炭素結合を含む、請求項１９に記載のマーキング。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数の重合性モノマーの少なくとも１つが、Ｏ、ＮおよびＳから選択さ
れる少なくとも１個のヘテロ原子を含む、請求項１９に記載のマーキング。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数の重合性モノマーの少なくとも１つが、式Ｈ２Ｃ＝ＣＨ－Ｃ（Ｏ）
－またはＨ２Ｃ＝Ｃ（ＣＨ３）－Ｃ（Ｏ）－の少なくとも１つの基を含む、請求項１９に
記載のマーキング。
【請求項２３】
　前記樹脂が放射線硬化樹脂を含む、請求項１９に記載のマーキング。
【請求項２４】
　前記放射線硬化樹脂がＵＶ硬化樹脂を含む、請求項２３に記載のマーキング。
【請求項２５】
　前記樹脂が乾燥水性樹脂を含む、請求項１９に記載のマーキング。
【請求項２６】
　前記第２の改変剤が、流体であり、（ａ）３～約６個の炭素原子を有するケトン、合計
で２～約６個の炭素原子を含むカルボン酸のアルキルエステルおよびジアルキルアミド、
合計で２～約４個の炭素原子を含むジアルキルスルホキシドならびに任意で置換されたニ
トロベンゼンから選択される少なくとも１つの化合物を含む改変組成物、（ｂ）少なくと
も１つのキラル液晶前駆体組成物を含む改変組成物、および（ｃ）少なくとも１つのキラ
ルドーパント組成物を含む改変組成物の１つまたは複数から選択される、請求項１に記載
のマーキング。
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【請求項２７】
　前記第１の改変剤が１つまたは複数の重合性モノマーでできた固体または半固体の硬化
および／または乾燥樹脂から選択され、前記第１の改変剤と前記第２の改変剤の両方が、
前記キラル液晶状態の前記キラル液晶前駆体組成物によって示される選択反射バンドの初
期最大波長（λｍａｘ）を変更する、請求項２６に記載のマーキング。
【請求項２８】
　前記第１の改変剤および前記第２の改変剤が、前記キラル液晶前駆体組成物の層または
パターンの反対側から作用する、請求項１に記載のマーキング。
【請求項２９】
　前記１つまたは複数の第１の区域および／または前記１つまたは複数の第２の区域が、
画像、絵、ロゴ、表示、並びに、一次元バーコード、スタック式一次元バーコード、二次
元バーコード、三次元バーコード、雲状のドット、網状の線およびデータマトリックスの
１つまたは複数から選択されるパターンの少なくとも１つの形態である、請求項１に記載
のマーキング。
【請求項３０】
　前記キラル液晶ポリマー組成物の層またはパターンの少なくとも一部が、画像、絵、ロ
ゴ、表示、並びに、一次元バーコード、スタック式一次元バーコード、二次元バーコード
、三次元バーコード、雲状のドット、網状の線およびデータマトリックスの１つまたは複
数から選択されるコードを表すパターンの少なくとも１つの形態である、請求項１に記載
のマーキング。
【請求項３１】
　前記品物または基材が、ラベル、包装、カートリッジ、食料品、機能性食品、医薬品ま
たは飲料を含む容器またはカプセル、銀行券、クレジットカード、印紙、税金ラベル、不
正開封防止シール、セキュリティー文書、旅券、身分証明書、運転免許証、アクセスカー
ド、交通機関の切符、イベント切符、領収書、インク転移フィルム、反射フィルム、アル
ミホイルおよび商品の少なくとも１つであるまたはそれを含む、請求項１に記載のマーキ
ング。
【請求項３２】
　品物または基材上にマーキングを提供する方法であって：
ａ）１つまたは複数の第１の区域に第１の改変剤を担持する品物または基材の表面上に、
硬化性キラル液晶前駆体組成物が前記１つまたは複数の第１の区域の少なくとも一部を覆
うような方法で前記硬化性キラル液晶前駆体組成物を適用するステップであって、前記硬
化性キラル液晶前駆体組成物を加熱すると初期キラル液晶状態を呈するものであり、前記
第１の改変剤は前記組成物の初期キラル液晶状態を改変することができる、ステップと；
ｂ）前記適用された組成物を加熱して、それを、前記１つまたは複数の第１の区域におい
て第１の改変されたキラル液晶状態にし、もしあれば前記適用された組成物の他のすべて
の区域において前記初期キラル液晶状態にするステップと；
ｃ）前記適用された組成物の１つまたは複数の第２の区域に、少なくとも１つの第２の改
変剤を適用するステップであって、前記第２の改変剤が、前記第１の改変剤とは異なる種
類のものであり、（１）ｂ）によって提供された前記初期および／または第１の改変され
たキラル液晶状態を局所的に改変することができる、または（２）前記組成物を加熱する
とｂ）によって提供された前記初期および／または第１のキラル液晶状態を局所的に改変
することができる、ステップと；
ｄ）（２）の場合、少なくとも前記１つまたは複数の第２の区域において前記組成物を加
熱するステップと；
ｅ）そのように改変されたキラル液晶前駆体組成物を硬化させて、前記品物または基材上
にキラル液晶ポリマーマーキングを作製するステップと、を含む方法。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の方法によって得られる品物または基材。
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